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■タイトル： 工事用ゲート周りの安全性の確保

■概要： 　工事用ゲート両袖にフラットミラーを設置することで、通常の平面ミラー
や凸面型ミラーに比べ、視認範囲・視認性が大幅に改善した。
　周辺道路の通行者等の安全確保のみならず、工事車両搬入時に、
ドライバーから場内状況をわかりやすく目視確認でき、
場内作業員との接触災害防止に寄与した。

■特徴 　フラットミラーの特徴は、普通のミラー同様平面形状（出っ張らない）で、
凸面ミラーのように角度調整が不要であり、かつ視認範囲が上記のどれ
よりも広いことである。

■採用状況

　当現場では、大判サイズのフラットミラーを採用した結果、
上の写真のように視認範囲を大きく確保した。
　警備員・作業員からも見やすいと評判がよく、ご近隣への
アピールにも有効と考える。

「平成２８年度『見える』安全活動コンクール」
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